
第３回 新潟島中心部交通政策検討協議会 

 

 

 

開催日時：平成１８年７月３１日（月） 午後１時３０分から 

場  所：新潟市役所 本館 ３０１会議室 

 

 

 

次  第 

 

 

１． 挨拶 

 

 

２． 交通政策の検討について 

① 交通政策からみた新潟島中心部のまちづくりについて（再整理） 

② 交通政策を見直すケーススタディ 

③ 各ケースの比較・検討 

 

３． 意見の聞き取りについて 

 

４． その他 

 

・今後の予定 



 交通政策交通政策交通政策交通政策からみたからみたからみたからみた新潟島中心部新潟島中心部新潟島中心部新潟島中心部のまちづくりについてのまちづくりについてのまちづくりについてのまちづくりについて    

 

１．現状の交通体系上の主な問題点 

  ◎自動車交通について 

◆道路ネットワークが未成熟 

・「中心部に用事のある自動車交通」と「通過す

るだけの自動車交通」が東中通り・柾谷小路

に集中している。 

◆迂回交通が発生 

・西堀通りおよび東堀通など総合的な交通規制

により、目的地までにスムーズに行くことが

できない場合がある。 

 

  ◎公共交通について 

・上記のように柾谷小路および東中通りには、

自動車交通が集中していることに加え、バス

路線が集中している。 

・これらにより、分かりにくいバス停配置、路

線の上下線でルートが異なるなど、利便性が

低くなっている。 

 

２．これからの中心市街地の交通体系について 
   

政令指定都市となる本市の中心市街地において、交通政策に関連して第 3 回パーソントリッ

プ調査では、道路空間の機能分担や公共交通活性化方策の事業推進など、下記の方向性（施

策）とされている。 

 

  ●主要施策 

◎安全で快適な歩行者空間の確保、回遊空間の創出 

   例えば  歩道の拡幅、掘割再生、オープンテラス など 
 

  ◎基幹公共交通の形成など公共交通ネットワークの形成 

   例えば  分かりにくいバス停の再編、バス路線の集約 など 
 

  ◎適切な自動車交通の誘導、にぎわいを高める駐車場マネジメント 

   例えば  西堀・東堀通り沿線にある駐車場への円滑な誘導など 

 

 

 

 

 

  

 

   

できることから 

         「段階的に進めていくことが必要」 

 

 

３．万代島ルート事業により交通体系が変わる 

 

現在進められている万代島ルートの進捗により、以下の

ことが可能と考えられる。 

 

① 「通過するだけの自動車交通」は中心部の外側へ

誘導 

※当面は、広小路と東中通・東西堀をうまく連携

させる。 
 

② 東中通および柾谷小路に集中しやすい交通の誘導 
 

③自動車とそれ以外の交通（歩行者・自転車・公共

交通）とのすみ分け 

 

  

 したがって、 

万代島ルートの進捗と連動させながら、先述の交通施策

を段階的に進めていく必要がある。 

 

 

 

 これらにより、短～中期の交通政策として下記について検討を進める 

 

  ◎西堀通および東堀通の交通規制見直しを含めた交通政策←本協議会検討事項 

  ◎中心部のバス交通の強化（基幹公共交通） 

凡  例 

 自動車の導線 

（太さは交通量をｲﾒｰｼﾞ） 

 バスの骨格幹線路線 

（基幹公共交通軸） 

 万代島ルート（西堀まで）が完成した場合

の交通体系イメージ 

※点線は計画 
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資料資料資料資料１１１１     

横浜市のバス停事例  

（写真：㈱MCDecaux）  

凡  例 

 自動車の導線 

（太さは交通量をｲﾒｰｼﾞ） 

 バスの骨格幹線路線 

（基幹公共交通軸） 

歩行者導線軸 

分かりにくさの解消、道路空間の活用、基幹公共交通の形成 

を実現するために．．． 



車線運用を変更した場合の検討ケース 

 

・規制の見直しは、「東堀通り」「西堀通り」「新津屋小路」「上大川前通」「本町通」を想定。 

・「東堀通り」「西堀通り」の車線運用により下記の４つのパターンが想定される。 

 

◆想定されるパターンと考え方 

ケース 平面図（イメージ） 横断面図（イメージ） 

① ケース１（現状の一方通行規制） 

一方通行規制を解除しない場合 

 

【考え方】 

現行の車線運用のまま、改善策を検討。 

 

 

 

 

 

 

 

② ケース２（２車・２車） 

東堀通り、西堀通りを２車線の交互通行

とした場合 

 

【考え方】 

自動車による自由度を優先させる案 

  

③ ケース３（２車・１車） 

東堀通り、西堀通りを２車線と１車線の

交互通行とした場合 

 

【考え方】 

東西堀は現行規制の機能を継続しつつ対面

通行を図る案 

  

④ ケース４（１車・１車） 

 東堀通り、西堀通り を１車線の交互通

行とした場合 

 

【考え方】 

東西堀は自動車以外の空間の有効活用も図

り対面通行を図る案 
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交通規制交通規制交通規制交通規制にににに関関関関するするするする各各各各ケースケースケースケースのののの比較比較比較比較    

 
交通処理 

パーキングメーター 

への影響 
タクシー等乗り場への影響 バス停への影響 歩行者空間などへの対応 総合評価 

 基本的基本的基本的基本的にににに現状現状現状現状をををを維持可能維持可能維持可能維持可能  

   西堀    ２箇所 

   東堀    ４箇所 

   柾谷小路  ５箇所 

 

 

 基本的基本的基本的基本的にににに現状現状現状現状をををを維持維持維持維持 

①入船線･附船町線は、上り下り

で経路が異なる 

 

 

 

ケースケースケースケース１１１１    

 

現状の 

一方通行 

 

 基本的基本的基本的基本的にににに現状現状現状現状をををを維持維持維持維持 

①交通規制により、交差点の処理が単

純化され、交通処理能力が高い 

②新堀通･新津屋小路などにおいて迂

回交通が恒常的に発生 

③細街路への迷走車両の進入･逆走車

両が見受けられる 

④一方通行により高い走行性を確保

できる半面、交差点内への高速進入

等が見受けられる 

⑤右折車両による交錯がなく、沿道の

出入りが比較的容易 

 基本的基本的基本的基本的にににに現状現状現状現状をををを維維維維

持可能持可能持可能持可能 

   西堀 ５５台 

   東堀 ５３台 

   本町 １９台 

新津屋小路 ３５台 

  南浜通  ８台 

 

 

 

 

 

※指定区域外での客待ち禁止な

ど基本ルールの徹底・乗り場環境

の改善が望まれる 

※わかりやすいバス路線案内、乗

り場環境の改善について検討が

望まれる 

 

①停車帯停車帯停車帯停車帯のののの利活用利活用利活用利活用のののの可能性可能性可能性可能性ありありありあり 

・歩道拡幅、植栽・荷捌きスペ

ースの可能性 

・西堀と柾谷小路交差点のスク

ランブル化 

 

 

 

 

〇〇〇〇基本的基本的基本的基本的にににに現在現在現在現在のののの交通規制及交通規制及交通規制及交通規制及びびびび

道路構造道路構造道路構造道路構造をををを継続継続継続継続しししし、、、、部分的部分的部分的部分的なななな改改改改

善善善善をををを図図図図るものでるものでるものでるもので、、、、東東東東・・・・西堀通西堀通西堀通西堀通のののの

自動車交通自動車交通自動車交通自動車交通へのへのへのへの影響影響影響影響はははは最最最最もももも少少少少

ないないないない。。。。    

    

○○○○しかしながらしかしながらしかしながらしかしながら、「、「、「、「わかりにくさわかりにくさわかりにくさわかりにくさ」」」」

「「「「迂回交通迂回交通迂回交通迂回交通のののの発生発生発生発生」」」」などなどなどなど不便不便不便不便なななな

部分部分部分部分のののの改善改善改善改善はははは見込見込見込見込めないめないめないめない。 

ケースケースケースケース２２２２    

 

上下 

２車線 

①４４４４車線道路車線道路車線道路車線道路によるによるによるによる高高高高いいいい断面交通容量断面交通容量断面交通容量断面交通容量

をををを確保確保確保確保    

②交通規制の見直しにより、迂回交通

の解消、目的地への到達性が向上 

③交差点処理が複雑化し、交通処理能

力の低下、渋滞の可能性が増加 

④沿道施設への右折出入は困難 

⑤交差点部の右折専用車線の設置は

困難（歩道幅の縮小が必要） 

①基本的基本的基本的基本的にににに全撤去全撤去全撤去全撤去 ①東西堀は、基本的に全撤去    

（移設する場合は、新たに歩道を

狭めるなど停車スペースを確

保する必要有り） 

②柾谷小路柾谷小路柾谷小路柾谷小路のののの乗乗乗乗りりりり場場場場のののの内内内内、、、、新新新新たにたにたにたに

左折車線左折車線左折車線左折車線がががが必要必要必要必要となるとなるとなるとなる交差点

付近は基本的に撤去 

 

①上り下りで経路が異なるバス

ルートの見直しが可能    

②柾谷小路の西堀・東掘交差点付

近では、左折車両とバスの交錯

による危険性が高まるため、バ

ス停の移設が必要 

 

①停車帯の利活用や歩道拡幅は

事実上困難 

 

 

 

〇〇〇〇自動車優先策自動車優先策自動車優先策自動車優先策としてのとしてのとしてのとしての性格性格性格性格がががが

強強強強いいいい案案案案でででで、、、、タクシータクシータクシータクシー乗乗乗乗りりりり場場場場やややや交交交交

差点形状差点形状差点形状差点形状などのなどのなどのなどの課題課題課題課題もありもありもありもあり、、、、自自自自

動車以外動車以外動車以外動車以外のののの道路活用道路活用道路活用道路活用についてについてについてについて

検討検討検討検討のののの余地余地余地余地がががが少少少少ないないないない。。。。    

 

ケースケースケースケース３３３３    

東堀上２車線 

  下１車線 

西堀上１車線 

  下２車線 

①現状現状現状現状のののの東西堀通東西堀通東西堀通東西堀通のののの機能機能機能機能をををを残残残残しつつしつつしつつしつつ、、、、

予想予想予想予想されるされるされるされる交通量交通量交通量交通量にににに対応可能対応可能対応可能対応可能 

②ケース２の②③④と同様 

 

 

 

 

 

 

① 基本的は全撤去 

※ただしただしただしただし、、、、台数台数台数台数のののの激減激減激減激減はははは

避避避避けられないがけられないがけられないがけられないが、、、、一部一部一部一部

継続継続継続継続またはまたはまたはまたは移設移設移設移設のののの可可可可

能性能性能性能性ありありありあり    

 

①東西堀の交差点付近は基本的

に撤去、ただし移設の可能性に

ついて検討の余地あり 

②ケース２の②と同様 

①ケース２の①②と同様 

 

①停車帯の利活用の可能性につ

いて検討の余地あり 

・歩道拡幅、植栽・荷捌きスペー

スの可能性 

・西堀と柾谷小路交差点のスクラ

ンブル化 

 

〇〇〇〇既存道路断面既存道路断面既存道路断面既存道路断面でのでのでのでの対応性対応性対応性対応性にににに優優優優

れておりれておりれておりれており、、、、タクシータクシータクシータクシー乗乗乗乗りりりり場場場場やややや荷荷荷荷

捌捌捌捌ききききスペーススペーススペーススペースなどをなどをなどをなどを想定想定想定想定したしたしたした

停車帯停車帯停車帯停車帯のののの活用策活用策活用策活用策などについてなどについてなどについてなどについて

詳細詳細詳細詳細なななな検討検討検討検討がががが望望望望まれるまれるまれるまれる    

ケースケースケースケース４４４４    

上下 

１車線 

①ケース２の②③と同様 

②大幅大幅大幅大幅なななな交通容量交通容量交通容量交通容量のののの削減削減削減削減によりによりによりにより、、、、渋滞渋滞渋滞渋滞

のののの発生発生発生発生がががが懸念懸念懸念懸念 

③沿線施設への右折出入は、ケース２

及び３より容易 

 

①東西堀通ついて、見直

しは望まれるが、ある

程度の台数確保は可

能    

②新堀通、本町通は基本

的に撤去 

①東西堀の交差点付近を含め、継

続・移設の可能性について検討

の余地あり 

②ケース２の②と同様 

 

①ケース２の①②と同様 

 

 

 

 

①２車線化によって生じる車道部の

余裕空間を活用し、多様な道路

環境整備が可能    

 

 

 

〇〇〇〇歩道整備歩道整備歩道整備歩道整備やややや堀堀堀堀のののの復元復元復元復元といったといったといったといった

道路空間道路空間道路空間道路空間のののの利活用利活用利活用利活用をををを図図図図るるるる案案案案とととと

してしてしてして期待期待期待期待されるがされるがされるがされるが、、、、交通処理能交通処理能交通処理能交通処理能

力力力力のののの不足不足不足不足がががが懸念懸念懸念懸念されされされされ、、、、現状現状現状現状ではではではでは

交通渋滞交通渋滞交通渋滞交通渋滞などをなどをなどをなどを引引引引きききき起起起起こすこすこすこす恐恐恐恐

れがれがれがれが高高高高いいいい    

 青：基本的に現状を維持 赤：全面的な見直し 緑：今後の作業の中で対応を検討 



新 都 交 第 １ ９ ６ 号 

平成１８年７月３１日 

 

 委 員 各 位 

 

新潟島中心部交通政策検討協議会事務局 

（担当：新潟市都市交通政策課） 

 

 

中心部の交通政策に関する意見の聞き取りについて 

 

 

 日ごろ、本協議会の運営に対してご理解・ご協力を賜りまして、誠にありがとうご

ざいます。 

 さて、これまで本協議会で検討してきたことについて、委員の皆様からご意見をお

伺いし、今後の作業に反映していきたいと考えています。つきましては、下記のとお

り別紙にご記入いただき、事務局まで提出してくださいますようよろしくお願いしま

す。 

  

 

記 

 

 

・ご意見をお聞きする団体は、裏面のとおりとさせていただきます。 

 

・提出締め切りは、平成１８年８月２３日（水）とさせていただきます。 

 

・提出は、添付した封筒でご郵送ください。 

 

・結果については、９月中にご報告させていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【お問い合わせ】 

新潟島中心部交通政策検討協議会事務局 

新潟市 都市交通政策課  企画係 

 田中、大勝 

 TEL 025-228-1000 

FAX 025-229-5150 



中心市街地の交通政策に関する意見について 

 

委員名委員名委員名委員名         団体名団体名団体名団体名      

 

 

質問１ 

 中心市街地の交通政策を見直す場合、交通規制に関連する車線運用についてケース１～４を提

案しました。貴団体が希望するケースをお選びください。 

 ケース１ ケース２ ケース３ ケース４ 

一
般
部
イ
メ
ー
ジ

 

    

概
要

 

現状の一方通行規制

の維持を基本 

交互通行 

西堀通り、東堀通り

を両側２車線 

交互通行 

・西堀通りは上方向

１車線・下方向２

車線 

・東堀通りは上方向

２車線、下方向１

車線 

交互通行 

西堀通り、東堀通り

を両側１車線 

 

※交通規制の見直し対象路線は、西堀通、東堀通、本町通（７番町より下）、上大川前通 

 

 回答回答回答回答 ご希望のケースに○をつけてください 

・・・・ ケースケースケースケース１１１１         ・・・・ケ ースケ ースケ ースケ ース２２２２        ・・・・ケー スケー スケー スケー ス３３３３        ・・・・ケースケースケースケース ４４４４        ・・・・ そのそのそのその他他他他

（分からない 、規 制解除であ ればどれで もいい  な ど）    

   

  「その他」を選択の場合はどんなものがご希望かお書きください。 

 

 

質問質問質問質問２２２２    

    上記のケースを選択した理由を下記にお書きください。 

 

    

別紙 



質問質問質問質問３３３３    （自由回答）    

    これまでのご質問のほか、今後検討してもらいたいことなどがありましたらお書きくださ

い。 

 

ご協力ありがとうございました。 



新潟島中心部交通政策検討協議会のながれ 

 

平成18年 8月目処 

 

○ 新潟島の交通政策の課題、協議会の目的など

に関する質疑応答、意見交換 

 

○ 技術的評価により提案された計画素案につい

て評価検討を行い、基本合意が得られた場合、

事業実施に向けた個別課題や住民説明への対

応について協議を実施予定 

第 1 回協議会（平成１８年３月１５日開催） 

○ 新潟島中心部の交通政策に関する検討の必要性 

第２回協議会（平成１８年６月５日開催） 

 

○ 抜本的見直しに関する検討の

可否について、協議会の意見を取

りまとめ 

○ 現状の道路状況と見直し対象道路案 

 

第４回協議会以降（詳細な進め方については、別途関係者間で調整） 

○ 計画策定に向けた意見調整、個別課題の検討 

第一目標 

○ 想定されるケースの抽出と比較 

第３回協議会（平成１８年７月３１日 開催） 

抜本的な交通政策を見直し案につ

いて検討を進める場合 
    
交通管理者（県警）、道路管理者な

ど関係機関に対し技術検討を正式

に要請 

見直さない案とする場合 

・長期的な交通政策について行政

側で検討 


